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実施までの経緯
　ＰＴＡは学校支援と共に自分たちの自主的な学
びの集団であり、事業としてその学びの機会を計
画している。今年度、「家庭教育とＰＴＡ」という
テーマで、思春期の子どもとの関わり方を学ぶ場
として保護者学習会を新たに行事に加えることと
なった。

企画者　　ＰＴＡ担当、１学年主任　

参加者      第１学年保護者　約120名

実施機会  「進路説明会」の機会を活用

当日の流れ
（実施日：平成23年6月28日（火）14：45～）

進路ガイダンス（30分）
体育館にて、進路指導部から説明
　　↓　保護者は各クラスへ移動
保護者学習会（７５分）
　　↓
クラス懇談会（30分）：担任との懇談会

プログラム　

ファシリテーター
生涯学習課・教育事務所社会教育主事５名

事後アンケート
　当日の話合いで出た保護者からの意見を「思春
期の子を持つ親の心得２０箇条」としてまとめ、　
ＰＴＡ新聞号外で全家庭に配
信した。このことは、当日参
加できなかった保護者への啓
発にもつながった。また、後
日、参加者に事後アンケート
を実施したところ、以下のよ
うな結果が得られた。
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実施までの経緯
　本校は「地域や保護者に開かれた学校」そして「健
やかな人間関係の育成」を目的とし、一昨年から
３カ年にわたり、生涯学習課と連携し、研修を実
施してきた。１年目は１学年の生徒を、２年目は教職
員を、そして今年度は保護者を対象として行った。
高校は、県内各地域から生徒が集まる特性をもつ
が故に、小中学校に比べると、保護者同士の連携
や絆が希薄になる傾向が大きく、思春期の子ども
に対する悩みや不
安などの想いを家
庭内で抱えてしま
う家庭も多いと考
え、保護者同士の
交流、そして情報
を交換できる場が
必要との認識か
ら、本研修をＰＴ
Ａ学年部会後、ク
ラス懇談会の時間
を充てて企画した。

保護者の声
　子どもの進路は子どもが決めるのだと改めて思
いました。しかし、もう少し上手に声かけしてい
くことが大切なんだなと思いました。

企画者　　生涯学習担当、１学年主任、２学年主任
参加者      第１学年保護者　約120名
               第２学年保護者　約250名
実施機会  「ＰＴＡ学年会講演会」の機会を活用
当日の流れ
（実施日：平成23年9月27日（火）14：00～、
                               会場：宇都宮市立南図書館）

１学年会（60分）：学年主任からの話
    ↓
講演会 ①（５０分、１学年保護者対象）
　 ↓保護者入れ替え（40分）
講演会 ②（５０分、２学年保護者対象）
　 ↓
２学年会（60分）：学年主任からの話

プログラム　

ファシリテーター　①生涯学習課　佐山社会教育主事　
                        ②生涯学習課　白井社会教育主事


